
長野高校（普通科）シラバス 

 

学校番号 ３２１ 

平成３１年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ５ 年次 １ 

使用教科書 「高等学校国語総合」（数研出版） 

副教材等 

・常用漢字ダブルクリア（尚文出版）・カラー版新訂国語便覧（第一学習社） 

・みるみる実力アップ現代文１（第一学習社） 

・要点プラス体系古典文法、要点プラス体系古典文法準拠ノート（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ 

・１年生では、今後必要となる基礎的な国語力を身に付けることを目指しましょう。 

・漢字･語彙等基本的な知識の習得はもちろんのこと、文章記述、発表等アクティブな活動も取

り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、社会人として必要な「話す・聞く・書く能

力」をしっかりと身に付けてください。 

・古典の時間では、有名な古文と漢文の作品に親しむとともに、正しく内容を理解するために語

彙力や文法の知識を身につけましょう。 

・予習として必ず本文を読みましょう。授業後は内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・自分の考え・意見を正しく伝える（話す･書く）ことができる。 

・他者の意見をしっかりと聞き、理解することができる。 

・論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

・古典作品について注釈等を参考に内容を理解できる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

予習･復習・課題

に積極的に取り

組み、授業中の

発言にも積極的

である。 

効果的に話し、

的確に聞き取

り、話し合い、

自分の考えをま

とめている。 

自分の考えをま

とめ、読み手に

伝わる文章を書

いている。 

文章を正確に読

み取り、自分の

考えを深め、発

展させている。 

漢字・語彙・文

法事項・作品背

景等を理解し、

知識を身に付

けている。 

主
な
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ノート、ワー

クシート等） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

記述の確認 

（ノート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

オ
リ
テ 

（図書館オリエンテ

ーション） 

教材：ワークシート 

○     

a:積極的に本を手にとっている

か。ワークシートにしっかりと

取り組んでいるか。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

随
想 

【近代以降】 

 

教材： 

「わたしであり、あな

たでなくちゃ」 

 

○  ○ ◎ ○ 

a:作者の考えを理解しようとし

ている。 

c:感想がしっかり書け、それが読

み手に伝わっている。 

d:作者の考えを的確に捉えてい

る。 

e:使いこなせる漢字･語彙の数を

増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:記述の確認 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

評
論
一 

【近代以降】 

 

教材：  

「水の東西」 

ワークシート ○  ◎ ◎ ○ 

a:文章の筋道を的確に捉えよう

としている。 

c:テーマに対する自分の考えを

しっかり書け、それが読み手に

伝わっている。 

d:文章の筋道を押さえ、筆者の考

えを的確に捉えている。 

e:使いこなせる漢字･語彙の数を

増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:記述の確認 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

小
説
一 

【近代以降】 

 

教材： 

「羅生門」 

ワークシート 

○ ◎ ◎ ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などについて、

積極的に理解に努めている。 

b:しっかりと班での話し合いが

できている。 

c:作品に対する感想をしっかり

書け、それが読み手に伝わって

いる。 

d:人物、情景、心情などをしっか

りと捉え、理解している。 

e:作者と作品について理解して

いる。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:行動の観察 

c:記述の確認 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

詩 

【近代以降】 

 

教材 

「サーカス」 

「Ｉ was ｂｏｒｎ」 

ワークシート 

 

 

 

○ ◎ ○ ◎ ○ 

a:情景、心情などについて、積極

的に理解に努めている。創作に

積極的である。 

b:しっかりと班での話し合いが

できている。 

c:作品の鑑賞文をしっかり書け

ている。 

d:情景、心情などをしっかりと捉

え、理解している。 

e:技法について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:行動の観察 

c:記述の確認 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 



 

 

古
文
入
門 

【古典】 

教材：「児のそら寝」

「検非違使忠明」 

（『宇治拾遺物語』） 

 

文法等…歴史的仮

名遣い、用言 

○   ◎ ○ 

a:積極的に取り組み、古文に親し

もうとしている。 

d:古文を正確に読み、物語の内容

を概ね理解している。 

e:文語のきまりを身に付けてい

る。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

２
学
期 

小
説
二 

【近代以降】 

 

教材 

「ナイン」 

○  ◎ ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などについて、

積極的に理解に努めている。 

c:作品に対する感想をしっかり

書け、読み手に伝わる。 

d:物語の展開、登場人物の心情な

どをしっかりと捉え、理解して

いる。 

e:時代背景について理解してい

る。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:記述の確認 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

評
論
二 

【近代以降】 

 

教材： 

『「わらしべ長者」の

経済学』 ○  ○ ◎ ○ 

a:文章の筋道を的確に捉えよう

としている。 

c:作品に対する自分の考えをし

っかり書け、それが読み手に伝

わっている。 

d: 文章の筋道を押さえ、筆者の

考えを的確に捉えている。 

e:使いこなせる漢字･語彙の数を

増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:記述の確認 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る 

【近代以降】 

〈プレゼンテーション

を通して、伝え方、

聞き方を学ぶ。〉 

 

教材 

ワークシート 

○ ◎ ○  ○ 

a:どうすればうまく伝わるかを

考えている。  

b:自分の伝えたいことが十分に

表現できており、それが聞き手

に伝わっている。  

c:文字だけでなく、グラフや図等

を効果的に用いている。。 

e:知識や語彙を使いこなしてい

る。 

ａ、ｂ、ｃ、ｅ： 

行動の観察と記

述の確認及び

分析 

評
論
三 

【近代以降】 

 

教材： 

「宇宙から学ぶ」 

○  ◎ ◎ ○ 

a:文章の筋道を的確に捉えよう

としている。 

c:作品に対する自分の考えをし

っかり書け、それが読み手に伝

わっている。 

d: 文章の筋道を押さえ、筆者の

考えを的確に捉えている。 

e:使いこなせる漢字･語彙の数を

増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:記述の確認 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 



 

 

短
歌
・俳
句 

【近代以降】 

 

教材： 

「十五の心」 

「白牡丹」 

ワークシート ○ ◎ ○ ◎ ○ 

a:情景、心情などについて、積極

的に理解に努めている。創作に

積極的である。 

b:班での話し合いがしっかりと

できている。 

c:他の生徒が創作した俳句の鑑

賞文をしっかり書けている。 

d:情景、心情などをしっかりと捉

え、理解している。 

e:修辞について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:行動の観察 

c:記述の確認 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

漢
文
入
門 

【古典】 

 

教材： 

故事成語「矛盾」 

寓話「狐借虎威」 

 

句法等…訓点、再読

文字 

 

○   ◎ ○ 

a:我が国の言語文化は、中国をは

じめとする外国文化の受容と

その変容を繰り返しつつ築か

れてきたことに気付こうとし

ている。 

d:正確に訓読でき、故事成語の意

味や寓意を理解している。 

e:訓読の基本を身に付けている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

古
文
の
物
語
を
読
む 

【古典】 

 

教材： 

「東下り」 

（『伊勢物語』） 

「ある人、弓射ること

を習ふに」 

（『徒然草』） 

「木曾の最期」 

（『平家物語』） 

 

文法等…用言 

 

○   ◎ ○ 

a:描かれている情景を、文や文

章、語句などから離れないよう

にして読み、人物の言動や状況

を捉える手掛かりとしようと

している。 

d:描かれている情景を、文や文

章、語句などから離れないよう

にして読み、人物の言動や状況

を捉える手掛かりとしている。 

e:文語のきまりを身に付けてい

る。 

 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

 

         

３
学
期 

評
論
四 

【近代以降】 

 

教材 

「自由と時間につい

て」 

○  

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ ○ 

a:文章の筋道を的確に捉えよう

としている。 

c:作品に対する自分の考えをし

っかり書け、それが読み手に伝

わっている。 

d: 文章の筋道を押さえ、筆者の

考えを的確に捉えている。 

e:使いこなせる漢字･語彙の数を

増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:記述の確認 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 



 

 

小
説
三 

【近代以降】 

 

教材： 

「沖縄の手記から」 

ワークシート 

 

 

 

 

 

○ ◎ ◎ ◎ ○ 

a:人物描写、情景、登場人物の心

情などについて、積極的な理解

に努めている。 

b:班での話し合いがしっかりと

できている。 

c:作品に対する感想をしっかり

書け、それが読み手に伝わって

いる。 

d:人物描写、情景、登場人物の心

情などをしっかりと捉え、理解

している。 

e:作者と作品について理解して

いる。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:行動の観察 

c:記述の確認 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

様
々
な
漢
文
を
読
む 

【古典】 

教材： 

漢詩「静夜思」「月

夜」 

 

史話「管鮑之交」 
○   ◎ ○ 

a:情景や心情の描写、話の筋道な

どを的確に捉えようとしてい

る。 

d:情景や心情の推移など、話の筋

道などを的確にとらえている。 

e:訓読のきまりを身に付けてい

る。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

d:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

古
文
の
和
歌
を
味
わ
い
日
記
を
読
む 

【古典】 

 

教材： 

和歌『万葉集』『古今

和歌集』『新古

今和歌集』 

 

日記「門出」（『土佐

日記』） 

 

文法等･･･用言・助

動詞の定着 

○   ◎ ○ 

a:情景や作者の心情などを捉え、

言葉の美しさや深さに気付こ

うとしている。  

d:情景や作者の心情などを捉え、

言葉の美しさや深さに気付い

ている。 

e:文語のきまりを身に付けてい

る。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元（オリテを

除く）に位置付けて○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」

「書くこと」「読むこと」）に関わる観点には◎を付している。 

 


